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吉野石膏美術振興財団アートライブラリー所蔵の時祷書写本零葉についての考察：
蛍光Ｘ線分析による顔料調査を中心に

1. はじめに

　吉野石膏美術振興財団アートライブラリーでは、「吉野石膏コレクション」1）に関連する図書資料の収集のほか
に、美術的・歴史的価値が高い資料を活用した本の展示に取り組んでいる。2021年11月に東京で開催した「美し
い本」展では、13世紀から20世紀までの貴重書を紹介した2）。その際に、中世の西洋写本零葉（紙葉）を初めて目
にした方々から、緻密な装飾と規則正しく並んだ活字のような文字が一つひとつ手で書かれたものだと知って驚い
たという声が聞かれた。
　「彩飾写本 illuminated manuscript」とは、金・銀などの貴金属や様 な々色の顔料・染料でページが彩られた手書
きの本のことで、細密画（ミニアチュール）が添えられることも多い。1000年以上に及ぶ長い写本の歴史の中で作られ
てきた数々のこのような美しい彩飾写本は、ヨーロッパの美術館や図書館、教会や大聖堂などでよく展示されてい
るが、日本で実物に触れる機会は非常に限られている3）。近年、図書館・美術館資料のデジタル化によって、インタ
ーネット上でも写本の数々を楽しめるようになってきたとはいえ、なめらかな質感の羊皮紙の上に描かれた彩り豊
かな細密画や装飾模様の彩飾の立体感、金の輝きなど、本物を見てこそ味わえる喜びもあるのではないだろうか。
　吉野石膏美術振興財団アートライブラリーでは、このような貴重な資料をもっと身近に感じてもらえるような展
示活動に向けて、所蔵している彩飾写本リーフの基礎調査を進めている。今回、そのひとつとして本財団所蔵の
15世紀のフランスで制作された写本の零葉2点（以下、細密画のモティーフにならい『聖セバスティアヌスの細密画が描かれた
写本リーフ』『ダヴィデ王の細密画が描かれた写本リーフ』と呼ぶ）について調査をおこなった。本稿では、蛍光Ｘ線分析によ
って両写本リーフの彩飾に使われた色材に関して判明したことを中心に報告する。

2. 『聖セバスティアヌスの細密画が描かれた写本リーフ』および『ダヴィデ王の細密画が描かれた写本リーフ』について

　二つのリーフはいずれも、15世紀のフランスで作られたキリスト教徒のための「時祷書 Book of Hours」4）と呼ば
れる祈祷書に収められていたものである。それぞれ別の本のものだが、ページの判型や細密画のサイズ、レイアウ
トなどはよく似ている。
　時祷書は、一般信徒が日常の信仰生活で使用する祈祷書で、司祭や修道士などの聖職者が1日8回の決まった
時間の祈祷（時課）に用いた膨大で複雑な祈祷書「聖務日課」をルーツとしている。その内容を抜粋し、他の祈りも
加えてコンパクトにした一冊の本で、本文の構成は時祷書ごとに異なるが、中心となっているのは「聖母の時課」で
ある。8つの要素である（1）典礼暦、（2）福音書の抜粋、（3）聖母の時課、（4）聖十字架の時課と聖霊の時課、（5）
聖母への祈祷「オブセクロ・テ」「オ・インテメラータ」、（6）悔悛詩篇と連祷、（7）死者のための祈祷、（8）執り成しの
祈祷を含み5、各セクションの初めに挿絵が添えられるのが普通であった。挿絵は「栞の役割を果たし、目を楽しま
せ、瞑想へ導くもの」として、時祷書に不可欠な要素、挿絵のない時祷書というのは非常に稀だったという6）。

西田有紀
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　時祷書は、13世紀に登場してから約250年もの間、最も多く作られ読まれた本で、“中世のベストセラー ”とも呼
ばれている。当初は社会的地位が高い人々だけが所有できるものだったが、15世紀になってそのすそ野は広がっ
ていった。裕福な王侯貴族たちが贅を尽くした彩飾写本を作らせる一方で、中産階級の人々でも町の書籍商を通
して好みの時祷書を購入できるようになってきたのである。前者の代表は、写本芸術の最高峰とされる有名な『ベ
リー公のいとも豪華なる時祷書 Les Très Riches Heures du duc de Berry』（コンデ美術館所蔵）7）のような多数の優れた
芸術家が関わった時祷書群で、一葉一葉が注文主の意向に合わせて作られた芸術品である。一方、後者はある
程度決まった様式に沿って工房で生産した時祷書がベースとなっており、一部のデザインを購買者の好みでカス
タマイズすることができた。このように半既成品の時祷書は、完全な注文制作よりは安価だったが、写本を所有す
ることが一種のステータスシンボルであることには変わりなかった。15世紀末に活版印刷術が普及し、印刷版の
時祷書が大量に生産されるようになってからは、さらに価格が下がり多くの人々が手にできるようになった。それで
も16世紀半ばまでは、安いとはいえない写本の時祷書も作り続けられていた8）という事実は興味深い。
　中世の写本は現代にも数多く伝わっているが、完全な冊子の形で残されているものばかりではない。当財団の
写本リーフのように、様々な事情により解体され、あるいは、装飾部分だけが切り抜かれて断片となったものは膨
大な数にのぼる9）。そこから元の本のルーツを辿るのは容易なことではない。しかしこのような状況に対して、一枚
もののリーフや断片の画像と情報を登録し、データベース化して共有することで失われた写本を再構築するとい
う、インターネットの利点を活かした試みもおこなわれている10）。私たちのアートライブラリーでも貢献の一端を担
えればと思う。

彩飾写本の蛍光Ｘ線分析について

　彩飾写本に関する科学的な研究は蛍光X線分析も含め古くから行われていたが、分析機器の性能の向上によ
りさらに様々な調査が可能になった11）。特に2000年代に入ってからは人文科学と自然科学を融合させた研究の
成果も現れ始めている12）。
　吉野石膏美術振興財団では、海外で行われてきたこれらの科学調査の成果を踏まえつつ、二つの写本リーフ
の彩飾部分に使われている色材の手がかりを探るために、X線分析顕微鏡を用いた顔料調査を行った。測定部
位にＸ線を照射し発生した蛍光Ｘ線のエネルギーや強度から、含まれている元素や構成比率を分析するという方
法で、写本にダメージを与えることのない非破壊検査である。
　今回の分析に使用した堀場製作所の微小部X線分析装置 XGT-9000では、微小部の高速測定によるノイズ
の少ない鮮明な元素マッピングが可能である13）。マッピング像では元素の存在する場所が示され、濃度が高いと
ころや厚みがある場所が明るく見える。したがって、写本リーフの彩飾部分の色ごとに、どのような元素がどの程度
あるのかを視覚的に確認できる。
　彩飾に用いられる色材は、大きく顔料と染料の二つに分けられる。この時代には石油等から合成される有機顔
料がまだ誕生していないので、使われていたのは鉱物に由来する無機顔料か動植物に由来する有機染料のいず
れかといういうことになる。蛍光X線分析は、このうち無機顔料の調査に適した方法である。鉱物に特有の元素
が見つかれば、使われた色材が特定できる可能性が高くなる。しかし有機染料については金属元素を含まないた
め、この方法では検出できない。また無機顔料の場合であっても、わかるのは元素の種類であり、化学構造まで
はわからない。したがって、色彩やテクスチュアの様子と歴史的背景などの情報も総合して推定をおこなう必要が
ある。
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3. 『聖セバスティアヌスの細密画が描かれた写本リーフ』

3.1　概要

　写本の羊皮紙の紙葉はフォリオ folio、開いたときに右側にくるページはレクト recto、その裏側はヴェルソ verso

と呼ぶ。本リーフのレクトには、聖セバスティアヌスの細密画（約95×50mm）、四行のテキスト、四行の高さの彩飾イ
ニシャル、三方に余白装飾がある。ヴェルソは、一段組の14行のテキストと、行末の空白を埋めるためのラインフィ
ラーのみで、彩飾イニシャルや余白装飾はない（図1）。
　本リーフの情報が掲載されているピエール・ベレスのカタログ14）によると、この彩飾を手掛けたのは「ウォルターズ
221の画家 Master of Walters 221」、ヨルン・ギュンターのカタログ15）によると、「マルグリット・ド・ウィレヴァルの画
家 Master of Marguerite de Willerval」で、それぞれアメリカのウォルターズ美術館所蔵の断片写本221番、ブリ
ュッセル王立図書館所蔵の「マルグリット・ド・ウィレヴァルのための時祷書」を手掛けた画家のことで、呼び方は異
なるが同一の画家（工房）16）を指している。細密画の描き方、彩飾の様式、色調、ページレイアウトの特徴が似てい
ることから、吉野石膏美術振興財団の聖セバスティアヌスのリーフも同じ工房のものと思われ、ギュンターによれ
ば、「ブリュッセル写本［マルグリット・ド・ウィレヴァルのための時祷書］の細密画よりも優れた出来ばえ」で、「間違いなくこ
の工房の中心の画家」の手によるものである17）。クリスティーズの情報では、本時祷書は19世紀にはすでに解体さ
れていた可能性が高く、現在確認できているのは5点のリーフだという18）。
　本ページは、時祷書の後半に置かれる「執り成しの祈り suffrage」の中の一ページである。このセクションには、
複数の聖人への祈祷文が収められていた。どの聖人を選ぶかは地域や時代によって異なり、使用されていた地域
を知る手がかりにもなる。

図1 聖セバスティアヌスの細密画が描かれた写本リーフ　表（左、

▲  

p. 7）と裏（右）：1435年頃　フランス・レンヌ？　180×140mm　羊皮紙　
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3.2  聖セバスティアヌスが描かれた細密画と彩飾

細密画
　ページの半分を占める大きな細密画（図2）に描かれて
いるのは、伝説的な聖人セバスティアヌスで、ローマ皇
帝ディオクレティアヌスによるキリスト教迫害で殉教した
とされ、弓矢による処刑を受けても一命をとりとめたと
いうエピソードによって、疫病から守ってくれる守護聖
人として崇敬の対象となった。中世後期から19世紀に
いたるまで非常に人気のあった聖人で、弓に射られた
美しい裸体の青年の姿で描かれることが多い19）。本リ
ーフもその例にもれず、優美さを漂わせるセバスティア
ヌスが、腰布だけを身に着けた姿で木に縛られている。
首元から脛まで、すでに6か所に矢が刺さり出血して
いるにも関わらず、赤（手前）と青（奥）の服を着た二人の
処刑人が大きな茶色の弓を構え、さらに新たな矢を放
とうとしている。足元には矢の束が二つ置かれている。
背景はらせん状の斜面で尖った頂を持つ山が描かれ、
茶、緑、白色を重ねた地面は、山頂に近づくほど白さを増す。様式化された黄色い草がところどころに描かれてい
る。茶色の細い幹を持つ木の上部の緑の葉には小さな黄色の小円がちりばめられている。上部中央からは金色の
光線が差し込んでいる。細密画全体が、白いハイライトを乗せたピンクの枠と、彩飾イニシャルの金地とつながる
金色の枠で二重に囲まれている。上部のアーチ部分は黒い線でのこぎり状に縁取られている。

彩飾イニシャル
　彩飾イニシャル（図3）はレクトのみに描かれている。4行分の高さの大文字
Sの背景は金で、Ｓの本体は青の下地に白色でフィリグリー（線模様）が描かれ
ている。Sの上下の曲線の内側は赤と青の葉の蔓模様で飾られ、蔓と葉先は
白いハイライトで強調されている。Sの左下の末端は上下に枝分かれし、本
文と余白装飾を隔てる青と金の二重の枠へとつながっている。青い枠には細
い白線でハイライトが引かれている。

余白装飾
　レクトの左右（図１）と下部の余白（図4）は植物模様で埋められている。蔓模様と赤、青、紫、金色の花が全体を
取り囲む。右上にはハート型をした葉の形にもみえる緑色の地面から、紫がかった花が生えている。右下にも同じ
ような緑色の地面から生えたイチゴ
の二つの赤い実とぎざぎざした葉が
描かれている。左下の隅の青い花だ
けがほぼ消えかかっている。

図2 聖セバスティアヌスが描かれた細密画

図3 彩飾イニシャルのアルファベットS
 

▲  

p. 7

図4　余白装飾の一部
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テキスト部分
　レクト、ヴェルソともに、ページの左右に縦に1本ずつ、横に15本（14行分のテキスト用）のガイドラインが薄いピンク
色のインクで引かれている（図1）。茶色のインクで書かれた整った筆跡のゴシック・テクストゥーラ体の文字は、ペン
角を使ったヘアラインの飾りがところどころに付けられている。
　レクトは、彩飾イニシャルのSから文章が始まり、古フランス語で S Sebastien/franc cuer/piteux. Qui/de la 

volente と書かれている。ヴェルソは、レクトから続く de dieux という文章が1行目の途中で終了し、行末までのス
ペースを赤・青・金・白で彩飾した長方形のラインフィラーが埋めている。2行目からは、大文字から始まる一行で
完結する短文が書かれている。両面ともに、大文字は黄味がかった茶色で一部が着色されている。

3.3　蛍光X線分析による色材調査

　本リーフでは、最初に細密画（図5a）、次に彩飾イニシャルS（図7a）の元素マッピング分析をおこなった。両者とも
に、アルミニウムAl、ケイ素Si、硫黄S、カリウムK、カルシウムCa、チタンTi、マンガンMn、鉄Fe、銅Cu、亜鉛
Zn、金Au、水銀Hg、鉛Pbが検出された。
　果たしてこれらの元素の中に顔料の種類を特徴づけるものが存在するのだろうか。特定の顔料にしか含まれな
い元素が見つかれば、使用された顔料の種類の推定が可能になる。分析の結果、青・赤・金色について興味深い
手がかりを得ることができた。順に見ていくことにしよう。

〈青〉

①細密画の青
　細密画の大きな範囲を占めている鮮やかな青色の空からは、アルミニウムAl、ケイ素Si、硫黄S、カリウムK、カ
ルシウムCaが強く出た。アルミニウムとケイ素の元素マッピング像（図5b、図5c）を見ると、背景の青い空、弓を構え
た手前の人物の青い脚衣、後方の人物の青い上衣が強く反応していているのがわかる。アルミニウム、ケイ素、
硫黄（硫黄のマッピング像は図9b）の3つは、青色の天然顔料ウルトラマリン（ラピスラズリ）の主成分ラズライト（青金石）
Na6Ca2［Al6Si6O24］S2に含まれる元素である。ナトリウムNaと酸素Oは軽元素なので今回の分析で検出することは

 Al（アルミニウム） Si（ケイ素）

a	 b	 c

図5 細密画の測定領域（a）と元素マッピング像：アルミニウム（b）　ケイ素（c）
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できないが、特徴的な3つの元素がはっきりと出ているので、ここに使われている顔料がウルトラマリンであると推
定できる。ラピスラズリは当時ヨーロッパでは産出されておらず、アフガニスタンから海を越えて運ばれてきていたこ
とからウルトラマリンと呼ばれていた。
　空の青色についてもう少し詳しく調べるために、空の一部（弓の近くの青）場所にポイントを絞って測定した（図
6a）。元素マッピング像でも明るく見えていたアルミニウム、ケイ素、硫黄、カリウム、カルシウムがこの部分にも含
まれていることが、スペクトルでも改めて確認できた。したがって空の部分の青色に使われた顔料はウルトラマリ
ンでといってよいだろう。カリウムとカルシウムが検出されたのは、天然鉱石であるラピスラズリに含まれる不純物
に由来すると推測される。

②彩飾イニシャルSの青
　次に、彩飾イニシャルSに使われている青い部分について検討した（図7）。元素マッピング像を見ると、大文字Ｓ
の本体に塗られた青色と内部を飾っている蔓の青い葉に銅が強く反応しているのがわかる。青色顔料で銅を含む
ものはアズライト（藍銅鉱） Cu3（CO3）2（OH）2で、当時ヨーロッパで一般的に使われていた。したがってこの部分の
青色には、細密画の空を塗ったウルトラマリンではなく、アズライトが使われていた可能性が高い。
　ところがここで気になるのは、アルミニウムとケイ素も部分的に存在していることだ。この二つの元素のマッピング
像をよく見ると、イニシャルSの青色の上に施された白色のフィリグリーの周囲と、内部の蔓模様の青い葉の尖端に
近い部分だけが明るくなっているのがわかる。ここには空と同じウルトラマリンが使われているのだろうか。確認す
るため、この部分のポイント分析をおこなった（図8）。

図6 空の青い部分のポイント分析箇所（a）（b）とスぺクトル（c）

c

a	 b
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a

図7 彩飾イニシャルSの測定領域（a）と元素マッピング像：アルミニウム（b）　ケイ素（c）　銅（d）

Al（アルミニウム） Si（ケイ素） Cu（銅）

b	 c	 d

図8 彩飾イニシャルSのフィリグリー部分の光学像（a）、濃い青色部分の測定領域（b）とそのスペクトル（c）、薄い青色部分の測定領域（d、次頁）
とそのスペクトル（e、次頁）

a

b

c
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　フィリグリー部分の光学像を見ると、濃い青、薄い青（水色）、白の3色が使われているのがわかる。濃い青色部
分のポイント分析をおこなったところ（図8b）、スペクトルに、銅と鉛が非常に強く出た。銅はアズライト、鉛は古代か
ら白色顔料としてよく使われてきた鉛白2PbCO3・Pb（OH）2に由来するものと思われる。したがって、濃い青はアズ
ライトと鉛白を混ぜた顔料で塗られたと推定できる。
　一方、薄い青色の部分のスペクトル（図8e）を見ると、銅の信号が非常に弱いことがわかる。銅のマッピング像（図
7d）を見ても、その部分だけがはっきり抜けている。代わりに見られるのはアルミニウムとケイ素、鉛である。これらの
ことから、薄い青色にはアズライトではなく、ウルトラマリンと鉛白を混ぜた顔料が使用されていたと推定できる。
　肉眼ではほとんどわからないような細部において、顔料を使い分けしていたというのは驚くことだが、さらに気に
なるのはこれら二種類の青色を描いた順番である。もし先にアズライト（濃い青）を塗った上に、ウルトラマリンと鉛
白を混合し薄青色にした顔料をのせているなら、銅がもっと強く出るはずである。しかし見てきたように、薄青色の
部分には銅がほとんど存在しない。したがって考えられる描き方としては、薄青色のウルトラマリンの線をまず最初
に描き、そこを避けながら（あるいは少し重なったかもしれない）、濃い青色のアズライトを塗り、最後に白い点と線のフィ
リグリーを引くという手順である。もしそうだとすれば、0.5mmほどの細かい部分を周りの色と重ねずに描くという
非常に高度なテクニックが使われていたということになる。

〈赤〉

①衣服の赤
次に、赤色の部分の特徴を見ていこう。光学像で赤色だと認識できるところは、画面の左手前の弓を射る男の赤
い上着と帽子の一部、聖セバスティアヌスの体から流れる血である。元素マッピング像では、血の部分以外の赤い
ところには、硫黄と水銀が明るく見えているのがわかる（図9b、図9c）。当時の写本彩飾によく使われていた赤い色材
のひとつ硫化水銀HgSの可能性が高い。硫化水銀には、天然鉱物の辰砂とヴァーミリオン（硫黄と水銀から合成した
顔料）があり、いずれかが使用されていると考えられる20）。

②聖セバスティアヌスの血の赤
　光学像で赤色に見える聖セバスティアヌスの血は、いったい何で描かれたのだろうか。その部分をポイント分析
したのが図10である。元素マッピング像（図9）と同じく硫黄も水銀も検出されなかったので、やはり硫化水銀が使
われていないことがわかる。
　写本彩飾に使用される赤色の色材には他にも、セイヨウアカネ、ブラジルウッド、カイガラムシなどを原料とする

e
d
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有機染料があり21、本リーフのこの部分にも、いずれかが使われている可能性がある。しかし今回の方法では有機
物は検出できないので、色材の推定はできなかった。
　他にも赤色顔料として、主に文字を書くときに使われることが多い鉛丹Pb3O4がある。スペクトルに鉛が出ている
ことから、その可能性も否定できないが、付近の部分のスペクトルと比べて赤い部分の鉛が特に強くなっているわ
けではなかった。したがって、この鉛は肌の色付けに使われた鉛白の影響が出たものと考えてよいかもしれない。
　ところで、水銀のマッピング像（図9c）をよく見ると、赤色ではない場所でも強く反応が出ているところが見つかっ

 S（硫黄） Hg（水銀）

a	 b	 c

図9 細密画の測定領域（a）と元素マッピング像：硫黄（b）　水銀（c）

a	 b

c

図10 血のポイント分析の測定領域ｆ（a）（b）とスペクトル（c）



42

吉野石膏美術振興財団アートライブラリー所蔵の時祷書写本零葉についての考察：蛍光Ｘ線分析による顔料調査を中心に ｜ 西田有紀

た。木に縛られた聖セバスティアヌスの腰と腕に沿って縁取るように描かれた茶色の線の部分である。茶色の色材
に関しては、15世紀後半のフランスの写本に硫化水銀と黒色の顔料を混ぜた茶色が使われていた例が報告され
ており22）、本リーフも同様の方法で描かれた可能性がある。また、細密画を囲んだ枠線と左上の一部からも水銀
の弱い反応が出ている。これらの箇所に金箔が貼られていることから、下塗りの接着剤（バインダー）の成分の中に
硫化水銀が入っていたという推測もできる23）。今回は水銀について、赤色顔料としての視点のみで考察したため、
その他の水銀が関わる部分に関してはさらに調べる必要がある。　

〈金〉

①金箔と金泥
　細密画の測定領域から金Auが検出されたのは、聖セバスティアヌスの頭部の光輪、上部の光線、細密画を囲
む枠、余白装飾の小さなドット、左の人物ふたりの服の模様、左奥の人物の帽子である（図11c）。彩飾イニシャルS

（図3）の背景からも見た目の通り金が検出された。
　金の彩飾には、金箔か金粉のいずれかが使われる。金箔の場合、貼りたい部分に卵白や膠を塗り、その上に金
箔を接着させるか、ジェッソ（主成分は硫酸カルシウムCaSO4）という粘着性を持たせた石膏で高さを出した下地の上
に貼られる。金箔は貼った後にメノウや動物の歯などで作った研磨棒で磨いて、さらに輝きを出した。金粉は、接
着剤を混ぜて金泥（シェルゴールド）を作り、他の色が塗られた場所に筆やペンを使って描くという方法がとられてい
た24）。
　本リーフの中で金とカルシウムが同じ場所にはっきり出たのは、細密画の周りの枠と余白装飾のドット部分、彩
飾イニシャルSの背景であった。肉眼で見てもわかるほど、この箇所は金が立体的に盛り上がっており輝きも強い
ので、土台の上に金箔が貼られていることがよくわかる。一方で聖セバスティアヌスの光輪にはカルシウムがほぼ
見られず、盛り上がってもいない。これはジェッソのような土台を作らず、接着剤の上に直接置かれた金箔であると
推定される。また、落ち着いたマットな輝きを出す金泥は、本リーフでは衣服の模様と天からの光線に用いられて
いる。金箔と異なり、他の色の上に重ねて描くことができる金泥は、陰影や衣服の模様などに使われることも多か
った。この聖セバスティアヌスのリーフでは、写本彩飾のこれら三種類の金のあしらい方を見ることができた。
　さらに詳しく金の状態を見るために、聖セバスティアヌスの光輪と天からの光線のポイント分析をおこない、その
結果を比較したのが図12である。聖セバスティアヌスの光輪と光線の金のスペクトルを重ね合わせたところ、光線

 Ca（カルシウム） Au（金）

a	 b	 c

図11 細密画の測定領域（a）と元素マッピング像：カルシウム（b）　金（c）
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のほうが金の強度が高いことが明らかになった。普通に目で見たときには光輪のほうが輝きが強く、光線は地味で
マットな印象を受けるが、金の密度が高い（あるいは厚みがある）ところには強い反応が出るので、金の含有量は印象
とは反対であることが示された。非常に薄く伸ばせる金箔に比べ、金泥の方が金の密度が高くなるということを裏
付ける結果となった。
　続いてもう一つの写本リーフについても見ていくことにしよう。

4. 『ダヴィデ王の細密画が描かれた時祷書のリーフ』

4.1　概要

　ダヴィデ王が描かれたこのページ（図13）は、多くの時祷書に含まれる「悔悛詩編 Penitential Psalms」というセクショ
ンの冒頭を飾っていた。自分の罪を悔いて神の慈悲を求める祈りとして、旧約聖書の「詩篇」の中から贖罪と関連
する7編が収録されている。特に15世紀はその扉絵として、この細密画と同じように天を仰ぐダヴィデ王の姿がよく
登場した25）。
　レクトにはダヴィデ王が描かれた細密画（78×56mm）、四行のテキストと、三行の高さの彩飾イニシャル、三方に
余白装飾がある。ヴェルソは一段組の14行のテキストと、一行の高さの彩飾イニシャルが4つ、ラインフィラーが二

図12 光輪（a）と光線（b）の測定領域と二つのスペクトルの重ね合わせ（c）

c

a	 b
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つ、左側にのみ余白装飾がある。
　本リーフの制作者に関しては特定に至っていない。15世紀後半のパリのいくつかの写本工房と余白装飾に類似
点が見られる26）ものの、引き続き調査する必要がある。

4.2　ダヴィデ王が描かれた細密画と彩飾

細密画
　ページの半分を占める大型の細密画には、天を仰ぎ神
に赦しを乞うダヴィデ王の姿が描かれている（図14）。ダヴ
ィデ王はイスラエル王国の繁栄をもたらした名君として讃
えられた一方で、姦淫と殺人の罪を犯したことで神の怒
りを買う。青い空の下、青い衣服に赤いマントをはおり、
金色の腰袋をつけた白髪交じりの老人の姿のダヴィデ王
が描かれている。その前には本と書見台、そして彼のアト
リビュートの竪琴、マントと同柄の赤い円錐形の帽子に
つけられた王冠が地面に置かれている。見上げる視線の
先には、こぶしを振りあげた赤い天使がいる。天空の濃
い青の円の中には赤いセラフィムに囲まれた神の姿があ
り、金色の光線を放っている。大天使とダヴィデのマント
は金色の線でハッチングされている。左手の建物の正面
中央には聖母子像、右上にはキリスト像が飾られている。 図14 ダヴィデ王が描かれた細密画

図13 ダヴィデ王の細密画が描かれた写本リーフ表（左、
▲  

p. 7）と裏（右）：1470年頃　フランス・パリ?　160×123mm　羊皮紙
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部屋の奥には天蓋付きの寝台、入り口近くには白い犬がいる。右奥には町の風景が見える。細密画全体が金色の
枠で囲まれ、黒で縁取りされている。上部のアーチ部分は鋸歯状に縁取られている。

彩飾イニシャル
　レクトの彩飾イニシャル（図15）は3行分の高さ。アルファベットDの周りと
内側は青色に塗られ、同色のアカンサス模様に白でハイライトがつけられて
いる。Dの本体は赤茶色で、その上に金色でフィリグリーと縁取りが施され
ている。全体を囲む金色の枠は黒で縁取りされている。
　ヴェルソには1行分の高さの彩飾イニシャルＭ、E、C、Q。金色の文字と
文字の外側は黒く縁取られている（図13）。文字の背景を赤と青の二色で塗
り分け、白いフィリグリーを加えている。

余白装飾
　レクトの左右と下部の余白の周り
はピンク色の線で囲まれており、その
中は植物模様と人間や動物の模様
で埋められている（図13左）。植物は、
アカンサスの葉、ブドウ、赤や青の
花、緑や黄色のつぼみと実、青、黄、
紫、黄土色の葉など、色数も種類も
豊富である。左上には頭部が赤く尾が黒い鳥がおり、右側には、ドロルリーと呼ばれる幻想的な生き物が三体描
かれている。魚のような下半身を持つベールをかぶった人物の下には、ペアのドロルリーがいる。下の余白には鎧
姿で槍を持った青髭の男と紫の服を着た小さな人物が描かれている。服の柄と陰影が金色の細い線でつけられて
いる（図16）。
　ヴェルソの余白装飾は左側のみで、蔓模様に赤と青の花と金色の葉、金の小さな円と楕円の模様がちりばめら
れている。

テキスト部分
　レクト、ヴェルソともに、左右に縦に1本ずつ、横に15本（14行のテキスト用）のガイドラインが薄いピンク色のインク
で引かれている（図13）。茶色のインクで書かれたゴシック・テクストゥーラ体の整った筆跡の文字には、ところどころ
にペン角によるヘアラインの飾りがつけられている。
　レクトは彩飾イニシャルのDから、聖書の詩篇第6章のテキストが始まる。ラテン語で Domine ne i[n] furore 

tuo arguas me: neque in ira tua corripiasme. と書かれている。
　ヴェルソは、Mの彩飾イニシャルから Miserere mei domine と続いている。行末の2か所の長方形のラインフィ
ラーは黒で縁取られている。金の星の形の左右を赤と青で塗り、フィリグリーで飾っている。

図15 彩飾イニシャルのアルファベットD
 

▲  

p. 7

図16　余白装飾の一部
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4.3 蛍光X線分析による色材調査

　本リーフについては、聖セバスティアヌスのリーフの分析結果と比較するため、青色、赤色、金色の部分を中心
に調査した。細密画の測定領域（図17a）から検出された元素は、アルミニウム、ケイ素、リンP、硫黄、カリウム、カ
ルシウム、チタン、マンガン、鉄、銅、金、亜鉛、水銀、鉛であった。聖セバスティアヌスのリーフと異なるのはリン
のみである。

〈青〉　

①細密画の青
　元素マッピング像を見ると、空、ダヴィデ王の青い服、神とケルビムの周囲の青、建物の中の水色の寝台から、
青い顔料アズライトの特徴を示す銅が出ているのがわかる（図17d）

27）。空の青色は下に行くほど薄くなっており、比
例するように銅の信号が弱まり鉛が強くなっている（図17e）。水色の寝台には鉛が見える。すでに述べたように、こ
の時代の白色には鉛白が使われており、青のトーンを変えるために鉛白が混ぜられたと推測される。これらの青の
顔料はすべてアズライトと考えてよいだろう。
　一方、ダヴィデ王の服の濃い青のしわと袖口には、銅と一緒にウルトラマリンに含まれる元素のアルミニウムとケ
イ素が銅とともに強く見えている（図17b、図17c）。この部分のみ、アズライトの上からウルトラマリンが塗られた可能
性が考えられる。

図17 細密画の測定領域（a）と元素マッピング像：ケイ素（b）　アルミニウム（c）　銅（d）　鉛（e）

a	 b	 c

	 d	 e

 Si（ケイ素） Al（アルミニウム）

 Cu（銅） Pb（鉛）
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②彩飾イニシャルDの青
　彩飾イニシャルの部分も元素マッピング分析をおこなった（図18）。Dの周囲と内側の青い部分にはっきりと銅が
確認できる。細密画の青色と同様に、アズライトが使われていた可能性が高い。

〈赤〉

　赤い天使とセラフィム、王冠がはめられた赤い円錐形の帽子には水銀が明るく見えている（図19c）。聖セバスティ
アヌスのリーフでも使用されていた赤色顔料の硫化水銀だと考えられる。茶色に見える建物と竪琴の枠にもうっす
らと水銀が見えている。先に述べた聖セバスティアヌスの腰と腕の部分の茶色と同じように、黒色と硫化水銀を混
色して茶色を作った可能性が考えられる。
　一方で、赤っぽく見えるダヴィデ王のマントと書見台の側面の布部分には、硫黄が見られたものの水銀はまった
く存在していなかった。聖セバスティアヌスの血の部分と同様に、硫化水銀ではない赤い色材が使われていたと推
測される。

 Cu（銅） 

a	 b

図18 彩飾イニシャルDの測定領域（a）と元素マッピング像：銅（b）

図19 細密画の測定領域（a）と元素マッピング像：硫黄（b）　水銀（c）

 S（硫黄） Hg（水銀）

a	 b	 c
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〈金〉

　次に金について見ていく。元素マッピング像からは、リンと金が広い範囲で同じ場所に出ていることがわかる（図
20ｃ、図20d）。建物のへり、建物の上部に据えられたキリスト像、神の冠と肩の部分の模様、光線、背景の木々の
緑の上の斑点、赤い天使とダヴィデ王のマントのハッチング部分、ダヴィデ王の腰袋、書見台の布、竪琴の枠、地
面におかれた王冠、細密画を囲む枠、余白装飾のアカンサスの葉の一部、丸いつぼみと飾りの小さなドットに、リ
ンと金が両方見られる。リンは、聖セバスティアヌスの細密画とこのリーフの細密画で検出された元素のなかで唯
一異なるものである。リンは金泥を作る際に金粉に混ぜる接着剤として使われていた膠などに含まれていた可能性
が考えられる。聖セバスティアヌスのリーフでも金泥が使われている箇所（光線など）があったが、金と一致する場所
で検出できた元素はリンを含めて見つからなかった。
　一方カルシウムは、細密画を囲んでいる上部の枠のアーチ部分と余白装飾の小さなドットだけにしか検出されな
かった。この場所は肉眼でも盛り上がっていることが確認できる。カルシウムを含む土台に金箔が貼られたと考えら
れる。本リーフの金の彩飾の特徴としては、金箔が非常に少なく、代わりに金泥を多用していたということがいえる。

5. むすび

　二つのリーフから検出された元素を手掛かりに、写本彩飾に使われた色材とテクニックについて考察してきたな
かで、大きく三つのことが明らかになった。

a 

Ca（カルシウム） P（リン） Au（金）

図20 細密画の測定領域（a）と元素マッピング像：カルシウム（b）　リン（c）　金 （d）

b	 c	 d
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　まずは青色の顔料に関して、聖セバスティアヌスとダヴィデ王のいずれのリーフにもウルトラマリンとアズライトが
使われていることがわかったことである。加えて、2種類の青い顔料の使い方と使う量が、それぞれのリーフで大き
く異なっていることも判明した。聖セバスティアヌスの細密画の空には、高価なウルトラマリンがふんだんに使われ
ていた。彩飾イニシャルと余白装飾にはアズライトとウルトラマリンの双方を用いて、細かく塗り分けていたことも
明らかになったが、あくまでもメインの青はウルトラマリンのみである。一方、ダヴィデ王の空はアズライトで塗られ
ており、ウルトラマリンはわずかに王の衣服のひだの部分に見られるにすぎない。他の15世紀の時祷書でも例が
あるようにアズライトの上にウルトラマリンを重ねて濃い青色を表現するテクニックが用いられたのだろう28）。ダヴ
ィデ王のリーフにも聖セバスティアヌスのリーフと同様に2種類の青色顔料が使われていたとはいえ、メインとなる
青色はアズライトであった。アズライトも決して安価な顔料ではないが、ヨーロッパで産出されたため入手しやす
く、ウルトラマリンの代わりによく使われた色材であったという29）。
　二つ目の重要な発見は、聖セバスティアヌスの彩飾イニシャルSの調査で判明した細部の描き分けの高度なテク
ニックである。Sの本体を飾る肉眼ではわからないほどの小さな箇所の模様を、ウルトラマリンとアズライトを重ねる
ことなく塗り分ける技術は想像を超えたものだった。今回は分析することができなかった余白装飾の植物模様など
も調査すればさらに発見があるのではないかと思われる。
　最後に明らかになったのは、それぞれのリーフの金の彩飾の違いである。聖セバスティアヌスのリーフには、平
面的な金箔（光輪）、立体的な金箔（彩飾イニシャル、枠など）、金泥（光線、衣服の模様など）の三通りの典型的な金の扱
いを見ることができた。これらの方法が同じページの中で使われることは珍しいことではなかったというが 30）、間違
いなく手間のかかる作業であり、この写本が贅沢な仕様であったことがうかがえる。一方、ダヴィデ王のリーフで
は金泥が多く使われ、金箔はほとんど用いられていなかった。金泥をハイライトとして他の色の上に重ねる手法を
多く使っているところは、中世後期からそれまでの鉛白に代わって金泥で陰影をつけるケースが増えてきた流れ 31）

を示すものとなっている。
　今回の科学調査では顔料の推定が主な目的としていたが、このように思いがけず二つのリーフの色材とテクニッ
クの相違点も浮き彫りになった。この違いは、両者の見た目から受ける印象を裏付ける結果ともいえる。なぜなら、
聖セバスティアヌスの細密画の洗練された人物表現と空間把握の巧みさは一目見ても際立っており、費用と手間
がかけられたことが想像できたからである。一方、ダヴィデ王のリーフも数多くのモティーフが色彩豊かに描かれて
おり、手間のかかった写本といえるが、聖セバスティアヌスと比べると、高貴さというよりは親しみやすさを感じさせ
るものとなっている。いずれにせよ、今回の蛍光X線分析で検出した元素についての考察はごく限定的な部分にと
どまった。赤、青、金以外の他の色と関りがあるものや有機染料についても考察を進め、写本が制作された当時
の情報に迫っていけるように引き続き調査していきたい。
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